Low-density lipoprotein receptors play an important role in the inhibition of prostate cancer cell proliferation by statins by 古谷, 洋介 et al.
博士課程用（乙） 
 - 1 - 
（論文博士）（様式 4） 
学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
                                                      古谷 洋介  印 
主 論 文 
 Low-density lipoprotein receptors play an important role in the inhibition of  




副 論 文 

































 - 2 - 
副論文の要旨 
  デノスマブはRANKLに対するモノクローナル抗体で破骨細胞の分化、活性化を抑制し各種癌による
骨転移による骨関連事象の発症リスクを低下させる。特に進行前立腺癌では骨転移を有することが多
く、骨関連事象の発生は患者QOLを損なうだけで無く予後にも影響すると言われており、骨関連事象
の予防は非常に重要である。今回、2012年6月〜2013年12月に当科でデノスマブを投与開始した前立
腺癌骨転移症例20例を対象に骨代謝マーカー（尿中NTX,1CTP,BAP）の測定により治療効果について
検討し、有害事象についても検討した。 
 デノスマブ投与後の骨代謝マーカーの変化について調べたところ、骨吸収マーカーの尿中NTxはデ
ノスマブ投与1ヶ月後に低下、1CTPは3ヶ月後に低下を示した。骨形成マーカーのBAPは明らかな変化
を認めなかった。有害事象についての検討において、低カルシウム血症を3例で認めたが、いずれもGr
ade 2以下でカルシウム補充療法によりコントロール可能であった。下顎骨骨髄炎を1例認め、保存的
加療で改善した。デノスマブは強力な骨吸収抑制作用を有し、ゾレドロン酸からの切り替え例でも骨
転移に対する骨関連事象の予防について有効である可能性が示唆された。また低カルシウム血症、顎
骨壊死に注意することで比較的安全に投与可能であると考えられた。 
